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接転技群の段階的指導法について
Skills in Teaching Touch-Roll by Step-Method 
久 保田 佑子
Yuko Kubota 
I はじめに
本学で体操の授業を指導し， 『授業がうまくなりたい』， 『自分が満足出来るような授
業がしたい』という願いをこめて，一日一日を積み重ねている。誰もが良い授業を受けた
いと願う。そして教師は，それに応える専門家であるはずである。教師にとって授業の研
究が最重点の仕事であると考える。本学の保健体育科，初等教育学科とも将来教師として
の道が開かれている科である。体操の授業をとおして指導と研究を進めている。
入学当初の授業の初めに 次のような質問をする。 『あなたは器械運動が好きですか』
半数の学生は， 『嫌い』 と答える。その理由は，出来なL、から，身体が硬いから，恐怖心
があるから，コツがのみこめなし、から等と答える。将来， この学生達が教師となった時に
器械運動が嫌いであっては困る。特に，小学校の教師になる学生には，器械運動が好きに
なり，器械運動の大切さを充分認識し，指導できる力量を身につけ， 器械運動の好きな子
供達を一人でも多く育ててほしいと願望している。
『嫌い』と答えた学生達も幼少の頃には，芝生を見れば喜こんでころがり，高いところ
へよじ登っては官険心に浸り，鉄棒を見ればとびついたであろう。この学生達に，嫌い
という観念を捨てさせ 好きと体得させることはできないものだろうか。
『嫌い』という理由には，出来なし、から，との答えが多い。器械運動は，『出来る』 ，
『出来ない』がはっきり区別され 出来る者には 常に楽しく喜こびがある。 出来ないも
のには，常に楽しくないし，あるのは，苦しみとつまらなさである。技術を出来るように
してやること，自己の進歩を感じさせること，が好きに通じると考え，『嫌い』という学
生に，技が出来るようにしてやる事を目標とした。最初は，学生一人一人を必死で体あた
りで帯助して，自分の身体をパラパラにしたこともあった。何とか能率的，合理的に技術
を習得させる方法をと考え，結果として，まず技術を分析しその構造を明らかにして，そ
の技自体をよく理解し理解させる。そして，最も合理的に習得出来る段階的指導法を毎年
く勺かえすことによって練り上げてみた。今回はマット運動の接転技群についての技術の
分析とその段階的指導法について述べてみたい。
E 運動の特性
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1. 器械運動
器械運動は，器械（鉄棒， マット， とび箱，平均台 ）を媒介として行う身体活動である。
一定の規則のもとに技能の優劣を競う体操競技を， 児童生徒の心身の発達に応じて改良し
た運動で，技能を競う個人的スポーツとしての特性がある。ただし技能の優劣を競う競技
スポーツとしてではなく，技能について『できない』状態から『できる』状態，「できる』
状態から『 よりじょうずにできる 』状態へと 課題の達成を目指すことを中心とした運動
で克服スポーツである。学習指導要領小学校指導書体育編によると，
(I) スポーツとしての楽しさや成功感が味わえる運動である。できなかった事が自分の
努力工夫を中心として，その結果 できるようになったという喜こびや楽しさを経験させ
られるところに基本的な意義がある運動である。
（訪 技能の特性は，器械器具を使って各種の運動が行われる。
・鉄棒運動 ～懸垂しての身体の振動，回転
・とび箱運動～とび越しゃ転回
・マ ット運動～回転や倒立
(3) 運動技能の個人差が大きい運動である。他の運動とくらべて「できる』 『できない』
『じようず』『へた』が明僚で 一定の運動様式ができるように要求される。精神面では
優越感や劣等感が生じやすい。また練習によって進歩や発展の度合がはっきりわかる。
(4) 体育の目標との関係、から身体支配の調整力を高める上に欠く ことのできない運動で
ある。さかさ感覚，めまいの耐性や平衡性，タイミングのとり方，功敏性や敏捷性等の身
体支配の調整力は，満3歳ごろから急速に高まる。 10歳で成人の70～80係に達してしまう。
マット運動で回転したりすることは，筋と神経の協応性を練ることであり，技が出来るよ
うになったことは， 神経系に回路が出来たことになるので器用さを高める上に大事な教材
である。また運動の経過が早いので必要な運動に対して， 無駄な動作や余分な運動は省か
れ素早い動作が出来るようになる。
(5) 心身の発達に影響を及ぼす運動である。身体面では，腕，胸，背，腹，脚などの諸
筋力の発達，精神面ではくりかえし練習する中で，決断力， 判断力，注意力，勇気などが
得られる。
(6) 協力， 責任， 信頼，公共物に対する態度を育て，自分の能力に応じて安全に運動が
できるようになる。としている。学校体育研究同志会では，特質として，その内容は，器
械運動だけがもっている技術そのものであり， 他の運動では味わえないもち味をさし，技
術以外の精神的作用（勇気，決断力等〉や一般的な体力，身体機能（筋力，平衡性，柔軟
性）は，技術の習得過程で養われるもので，器械運動そのものの特質ではなく他のどの運
動でも養えるものであると している。
2. マット運動
マツ ト運動は， 弾力ある平面を抵抗物として行われる巧轍性の運動で，支持などの運動
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因子で構成される回転や姿勢保持の運動が中心的内容となる。未経験の運動が多く新しい
経験や巧みな身のこなしを求めて自己試し的な興味をもたせやすい。また勇気や克己心を
もって技に挑戦する面も多いので決断力を必要とする。この運動により単に柔軟性，巧敏
性を養ったり，ある技ができた，できない，というだけでなく自己の身体支配能力 （，調整
機能〉を拡大し，発展させながら自分の身を安全に処し，さまざまな技を一連の運動と し
て構成，表現していくところに独自の特性がある。。技術の発展経路
マット運動の回転系の技には，身体を床上に接してころがる接転技群，手と是だけ床に
接して回転する翻転技群，足で踏切ってから空中に回転して足立に立つ宙返り技群の三つ
の運動群となる。
接転技群 （左右軸，前後軸のまわりに一方向に回転する）
開脚前転ー＋伸膝前転 d 開脚後転ー伸膝後転
前方系一一前転モ＋とびこみ前転 後方系一一後転ぐ
倒立前転 、後転倒立
この接転技群は，小学校のマ ット運動の内容の大部分をしめている。 中，高になると，
これらに翻転技群，倒立位を経過し足で立つ回転運動が内容として含まれる。
直 接転技群の技術の要点
く前方系＞
写真1 めまわし前転
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写真2 リズム前転
1. 前転
接転技群の最も基本的な回転である。小，中， 高のマッ ト運動で取扱われ児童，生徒に
はなじみ深い回転である。前転では 回転をつけるための技術と回転を滑らかに行うため
の技術があり，これは回転方向や体勢の違い，どのような状態や姿勢で立っかによって運
動形態は異なるが，接転技群の共通技術である。前転の習熟度を高くすることが，発展す
る技の習得を容易にすることになる。
前転には， 二つの型を考える。一つは初心者に多くみられる型であるが，通常授業の中
でこれをめまわし前転と呼んでいる。これは写真1で示すとおり回転の構えの姿勢で，軽
い屈膝，両手は軽く伸ばして足先の近くに着く。両足を軽くけり， 両腕をクッ ション代わ
りに徐々に曲げ，体を丸めて回転する。これは手を足先の近くに着くことにより，体を丸
めるだけで回転がおこりやすい状態になる。回転軌跡が小さく， 回転速度が早い。連続
すると目がまわるので，めまわし前転という。これは前方へ回転する時の回転中のスピー
ド感，前方へ回転する感覚を養うための初歩回転でもある。この時に注意しなければなら
島1笠雪
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いことは，構えの姿勢で手を足先の近くに着くために膝
を完全に伸ばして入ると 回転は失速してスムーズにま
われないし，又腕の支えが不十分となり背中を打つ原因
となる。もう一つの型は，リ ズム前転と呼ぶ。 これは，
写真2のとおり，構えの姿勢で膝を曲げ， 両腕をしっか
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り伸ばして足先から離して遠くへ着き，十分なけりによって回転がはじまるが， けって床
から足が離れると同時に膝を伸ばして腰角度を開く。腕でしっかり体をささえてまわり回
転後半腰角度を素早く閉じる。回転軌跡は大きく，回転速度は，前半はゆっくり後半は速
く「シュウーシュッ』のリズムが生まれ，リズム前転としている。これは前転技術を発展
させた時に必要となる。両前転に共通する技術要素は 体がマ ットに接触してし、く順序は
両腕で体重を支えたあと，後頭部→背中→腰→足であり，途中でどの部分をとびこえても
滑らかな回転はしない。両腕は，極端な動きをせずに回転初めの伸ばした状態から回転中
の曲げた状態まで，体の前屈にあわせて徐々に『ジワァー』と曲げる。以上の二つである。
2. 開脚前転
前転から回転後半に開脚で起き上がる回転である。
前転の習熟度を高針骨らかな大きなリズム前転が出来ると，
回転前半はリズム前転の技術で，回転後半は開脚と同
時に両手を内股のところに着いて，体を浮かすように
両腕に体重をかけ前屈し，膝を伸ばし立てるようにす
ると起き上がれる。 股関節の柔軟性が高いものは，開
図2
脚すると両足先と腰を結んだ線が一直線，又はそれに近くなる。柔軟性によって角度差が
おこる。節のある曲がった丸太を起こすよりも まっすぐの丸太を起こす方が容易である。
股関節の柔軟性に富むことが必要条件となる。多少硬くても起き上がる 『コツ』は， 開脚
のタイミングとその聞き方にある。開脚の時期は， 真上ぐらし、からそれより前のところで
開脚するが，硬いものは，開脚の時期が遅すぎると十分な開脚が出来なくなる。聞き方は
ゆっく りでなく素早く聞く。ゆっくり聞く と膝が曲がりやすくなる。
回転後半起き上がる
時に手をつかわないで
起き上がる方法は，脚
を聞く時期に，回転力
スピード等の総力を結
集して起き上がる力を
生み出す。そのために
開脚の時期は，回転後
写真3
半マァ トがみえてから，足がマッ トに着くまでの聞に回転スピードにのって聞き，着床と
同時に素早く腕を前方につき出し，体前屈し腰角度を急激に減少させる。その時，足先が
浮かないように躍から足の内側に力を入れながら脚を立てるようにする。 私の表現では，
『オヘソをマッ 卜につけるように体を前方へっき出す』という。
3. 伸膝前転
前転から回転後半，閉脚伸膝で起き上かる回転である。回転前半は，リ ズム前転で腰角
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度を開いて回転加速をし，マ ットに足が馳れる直前に急激なブレーキ会かけ，その反作用
で上体の前方への回転加速を得る。手で下方に押して
上体を支点とした回転を足を支点とした回転に切りか
えて起き上がる。 身体的条件としては，他の回転より
柔軟性と筋力を必要とする。前転の習熟度を高め，回
転前半けって腰角度を開く時に， 足先をけりあげてか
らの足先の軌跡を大切にする。回転後半足を支点とし
た回転にするとき，腕は上から被せるようにして膝の
すぐ側に着き押す。足先は床につけるように前に倒す。
（写真4）以上が技術のポイン トであるが，それでも
起き上がれない場合は助走をつかう とよい。回転軌跡
が身につかないうちに助走をつかっているのをよくみ
かけるが，これは助走の勢いが背中を強打する結果に
なりかねないので，助走をつかう時期を考える。
4. とびこみ前転
両足で踏み切り，両手を前上方にあげて高くアーチ
をえがくようにとび上がって前転する。 これは，とび
こんでの空中のフ ォームのコントロールと両手で体重
を支えて前転するタイミンクいをつかむことがポイン 卜
である。 膝の十分な屈伸をつかって踏み切り，掌を前
に向けて耳のところから円をかくように伸ばしとび上
がる。とび上がった時の空中のフォームは，足を後方
にけり上げないでできるだけ両足先を残し，膝を伸ば
し腰を高くあげたくの字姿勢をとる。習熟度が高めら
もg _ [ 
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写真4
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れると，けりが強く なって自然と足がけり上がってくるので 初めは要求しない。 高くと
び上がって回るという事に恐怖心をいだき，早く回る事ばかりを考えて腕をすぐ曲げ頭を
つっこんで背中を丸めてしまうから 回転のスピー ドがつき過ぎてマットに投げ出された
り，体が伸びてしまいはずみがついてしまう。 腕で体重をしっかり支えてからしぼり曲げ
背 ・腰 ・足の順にマッ 卜に触れ，腰角度を徐々に減少し回転力がなくならないように回る。
5. 倒立前転
これは倒立と前転をリズミカルに連結した回転であ
る。 倒立の習熟度を高めることが条件となる。倒立は
腰角度が180度に開いた状態であるから，頭を前屈し
腕を曲げながら腰角度を徐々に減少して体を丸め，足
先の軌跡を支点より遠くに保ち回転する。腕の極端な
!~~-' 
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曲げ，腰角度の急激な減少は回転力を失う。倒立のけ
りの強さの度合によって前転への連続のリズムが異な
る。けりが強すぎたときは 素早く体を丸めて前転へ
切りかえないと背中を打って回転不可能となる。
＜後方系＞
1. 後転
しゃがみ立ちの姿勢から，掌を上に向け指を軽く開
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いて耳の両側に構え，体を丸くして後方に回転して起き上がる。体が後方に歩くことが難
しいように，後方に回転することは，前方に回転するほどスムーズにL、かない場合が多い。
身体の柔軟性，特に頭越えの苦しい状態を助ける点からも，首，胸等の上体の前屈，柔軟
性が必要である。スムーズな回転をするためにスター 卜の構えの姿勢を大切にする。両手
を構えの姿勢にもっていくと同時に，アゴをひいて頭を前屈し背中の部分に丸味をつくっ
てから，膝と胸を離さないようにして後方に回転をはじめるが，体の回転より手を先行さ
せマットに左右の掌を同じように素早くつける。と同時に両手均等な力で押す。足はでき
るだけ頭の近くにつくようにする。回転後半の曲り，つぶれは，手のっきと押し方による
場合が多い。回転中は目をしっかり聞く。
2. 開脚後転
回転後半起き上がるときに両脚を十分開いて膝をよ
く伸ばし，開脚姿勢で起きる回転である。回転初めの
構え，途中開脚の前までは，後転と全く同じ要領であ
る。 脚を聞く タイミ ングは，腰が真上にく るころに開
脚する。開脚が早いと，背，脚が回転しないで倒立す
るような形になり起き上がれない場合が多い。遅いと
回転力がつかないため起きにくい。 開脚と同時に腕の
十分な押しが必要である。
3. 伸膝後転
回転後半の起き上がりに膝を伸ばし両脚を揃えて起
きる回転である。開脚後転よりも膝を伸ばし揃えるフ
オームが固定しにくい。起き上がる一瞬両手でマ ッ卜
~」；
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を強く押しながら上体を起こす。身体の柔軟性が必要である。柔らかいと，足が手の近く
に着床するので起き上がりやすくなる。回転のリズムとマットの腕押しがあうとスムーズ
に起き上がれるが，自分の身体の柔軟性にあわせて，足の着床位置を決めるのが一つのコ
ツである。構えの時に，膝を伸ばした姿勢から入るには，上体を強く前屈しながら倒し腰
がマットに着く直前に上体を急に倒し，腰角度を開くと同時に手をっき勢いよく足をまわ
すのがポイントである。 回転後半で足が着く前に頭が床から離れる。
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4. 後転倒立
後転と倒立をリズミカルに連結した回転であるが，後
転は，導入の役割をするのみで，ポイントは背倒立体勢
から倒立になるところである。後転で腰をまげて膝をひ
きつけた状態から足先が目の上の位置にきたら，足を頭
上めがけてけり上げ，腰を伸ばし，腕を力強く押し伸ば
図9
し，頭をおこすことを一気にする。タイミングがあうと倒立にもちこむスピー ドが生れる。
けり上げる方向，後転のスピード，体の伸ばし等のタイミングによって倒立が左右される。
腰角度を聞くスピードが腕の伸ばしを楽にする。
N 段階的指導法と指導上の留意点
1. すすみ方
技術はよい動きづくりの上に成りたつという。回転運動の技術習得の能率を高めるため
回転運動の導入段階の指導として感覚づくりをする。マソトをつかって『すすむ運動』を
中心とする。楽しい遊びの中に基本の運動，日常生活遊びの中で必要とする身体活動を抽
出し， その性質特徴を引き出し体験させ，その中で体育の基本である科学性をポイ ントに
して，無理のない無駄のない動きを追求する。直立，四ツ足，はらばい，逆さなどの姿勢
の中で空間における身体の位置感覚をしらベ，手足の協応，動きのバランス，タイミ ング，
リズムをとらえて逆位での調整機能をより高め 直立～逆位～ころがる運動へと導く。
(1）. 動物模倣
ゴリラ，ぞう，うさぎ，カンガルー，あざらし，あひる。いぬ，にわとり，馬，ねこ，
ねずみ，かに，くも，かたつむり，へび，むかで， かえる，しゃく とり虫，おっとせい等
（司 いろんな姿勢
0 立位 歩，走，跳の基本運動ですすむ。
両足とび（図11) ，開脚とび（図12），開閉とび（図13），向きかえとび（図14), 
片足とび（図15），片足ジグザグとび（図16,17人ふりあげとび（図18)
むーつ むiとj式「、めFz3てトr品/ ては司『J胃P、も匂
G令fl~ O’令勺
図10 図11 図12 図13 図14
図15 図16
0 しゃがみ立位
しゃがみ立ち歩き （図19)
（前，後，横）
0 膝立位
片膝立て歩き （図20)
図17
事
（前，後，横〕
片膝立てとびf図21)
o ;~;~~~;~::~.) 25)~ ~ 膝っきλ きL
膝っき起き上がり（図24)
図19 図20
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図 18
図－21
図24
坐仲 」ぴ~~！；：：：；；： ぜ ~~d手
腕立位 パ~
伏臥歩き（図28,29) 5 6 t7 B卓也七
仰臥左右とび（図32)
0 臥位
伏臥歩き（図33-35)
（手をつかわずに）
仰臥歩き（図36)
（泳ぐように）（図37)
（尺とり歩き） （図38)
ζ i!} 
図 33
図 36
函30
ぷ主＠ 注ョ毛と
図34 図35
注時 一一
図37 図38
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(3) 二人組 組み方をかえて進む。 （図39へ図52)
議
図40
図 39
図44
図43
図47 図48
指導方法
1. (1) , (2), (3）の動きを指導者の指示のも
とに，各自，各クーループごとに自由に模
倣，又はすすむ。
2. (1), (2), (3）の動きをリズミカルな曲，
変化のある曲にのって楽しくすすむ。
星空立
図41
図45
図49
図51
3. 集団ジャンケン，競争等で目標をきめてすすむ。
留意点
2長
図42
図46
図50
図52
かんたんなものから複雑なものへ，徐々に筋力的要素を含んだ難しい動きへ，動きを活
発にし動きの変化や組み合わせを容易にして運動量を多くするために，音楽効果をねらう。
2. ころがり方
(1) 横転（図53～図59〕
くの字横転，ひざだき横転，二人組横転，変則二人組横転
図53 図54 図55
v 叩 i燃や可〉〉
図56
指導方法
興味づけの工夫
1. ジャンケン横転
｛盛子
Vサイ ン
二人組で向いあ
う（伏臥姿勢），ジャンケンをして負
けたものは，横転1回半で仰臥姿勢で
V字腹筋1～3回をしてもとにもどる。
図57,58 
くりかえして行う二人組のジャンケン
ゲーム。（図60,61 ) 
113 
h竿苓怠む廼
伝平岡容平定ミ
図59
。み品ドν
図60 図61
2. 横転10人ジャンケン
伏臥姿勢で二人向いあう。初めの合図で次々と10人の人とジャンケンをする。終った
ら立ち上がる。早さを競うゲ ムー。 移動は横転でする。
（司前転
指導段階1 前転前半の構え
① のぞきっこ（図62)
② くの字腕立て（図63,64) 
③頭っき起こし（図65) 俗《 6;、仇留意点：両腕で自分の体をし
っかり支える感覚及び力を
図62
つける。
指導段階2，前転後半の起き上がり，ゆりかご。
① 二人組ゆりかご（写真5) 
図63，図64 図65
よるゆ
?
?
?
?
?
写真5 図66 図67
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一人は膝をかかえて丸くなり，一人は補助者，ダルマを揺らすように揺する。
②小さく揺すろう。～膝をだきかかえて揺する。（図66)
③ 大きく揺すろう。～手を離して腕を伸ばし大きく揺する。（図67)
指導方法
興味寸けの工夫（たのしいゆりかご〉
oリズムゆりかご～リズミカルな曲にの
って 1, 2で後方へひっくりかえり，
3, 4で起きる。 4拍子の曲がよい。
0パッチンゆりかご～二人組で向い合っ
て両手打ち，その反動でそれぞれ後方
へゆりかご起き上がりをくり返す。
（写真6) 
0ジャンケンデコ押しゆりかご～二人で
向い合ってジャンケンをする。勝者は
敗者の顔の額を手で後方へ押し倒し，
ゆりかごをして起き上がってくる敗者
を待つ。敗者は押されたらゆりかごを
1回して起き上がる。くり返す。
o負け越しゆりかご、～クツレープで，先頭
の者同志がジャンケンをする。勝者は
すぐに二番手と交替するが，敗者はゆ
りかごをしながら，勝組の二番手がく
るのを待つ。勝つまでゆりかごをする。
（図68)
0仲良く二人組でゆりかご～二人横にな
らび一本の棒を膝の前に持つ。二人で
写真6
frーで1'
問 68
写真7 写真8
一緒にリズムゆりかご。慣れたら上挙した棒に足先でさわったり，棒に足をくぐしたり
しでもよし、。（写真 7) 
0ボールと一緒にゆりかご～足首，膝，内股，両腕等の身体の各部位にボールをはさんで
ゆりかご。慣れたら揺れの途中でボールのはさむ位置をかえてもよい。（写真8) 
留意点：人生の始まりはゆりかごから回転の始まりもゆりかどからといわれ，回転運動
の基本となるものである。前転後半床に背中をついたところから起き上がるまでの動き
をつくる。ゆりかごは，たいていの子供は出来るが，中には 2, 3人出来ない子がいる。
両脚がダラッと伸びてしまう子，尻の後に両手の支えがないと起き上がらない子，上記
のように興味づけの工夫をこらし数多くの回数で動きづくり，感覚をつくる。
指導段階3 めまわし前転
写真9の構えの姿勢から『まわれ』で両足を軽くけり，体を
丸めながら両腕をクッションがわりに曲げながら前方に回転す
る。
指導方法
興味づけの工夫（たのしい前転）
0前転競争～二組のグルーフ。で前転のリレー競争をする。（図 69)
0前転陣取り～マットの両端に両グルーフ。は陣地をつくる。 写真9
『はじめ』の合図で両グループの先頭は，左
側通行を厳守し前転で前進。途中相手にタ ッ
チしてその場でジャンケン。勝者は前転前進。
敗者は，二番手に負けたことをしらせマット
を下り自分の陣へもどる。陣からは二番手が
出て進んできた敵の先頭にタ ッチしてジャン
ケン。陣を取るまでくり返す。一定時間内に
とられた回数で勝敗を決めてよい。（図70)
留意点；この段階では，形よりも前方への回
転スピードとけりの感覚をつかむ。勝敗よりも
夢中になって競争しているうちに数多く回転す
る。又早く回転しようとする事から無駄な動き
がとれ合理的な回転ができてくる。
指導段階4 リズム前転
写真10の姿勢からスピードをコントロールし，
美しく大きく滑らかに表現のある前転をする。
①前転～ゆりかご（膝伸ばし〉～起き上がり
背倒立の位置で膝を伸ばし腰角度を聞く。
② 曲にのってリズミカルに
シュウー （1と2）で腰角度を聞き，シュッ（ 3・4) 
で早い前屈で起き上がる。フォーム，リ ズム，スピード
をくずさずに連続する。
③前転～ジャンプ
図69
図70
写真10
115 
リズム前転をしてすぐにジャンプをする。一人文は二人で行ってもよい。 二人で手
す丁ちジャ ンプ（写真11），ボールをつかってもよい（図71）。
￥ 
噛，込
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γ 
図71
指導方法
興味づけの工夫（たのしい前転）
。かえるとび前転～2人組で 1人が前向
きに前屈して馬をつくる。 他の1人が
その馬をとび越し， 着地と同時に2人
一緒に前転そする。（写真12,13) 
0馬とび前転～5～6名が馬とび隊形に
ならび前向きに馬をつくる。間隔は前
方へ一回転できる程度の聞きをとる。
l人が馬とび前進しとび終えて着地す
ると同時に，馬も全員が一緒に前転す
る。最後尾の馬が前方とび終えるのを
確認して号令をかけるとそろう。（写
真14・15)
0アベック前転～2人組で横にならび腕
を組んで2人で一緒に前転をする。タ
イミングをあわせて組み腕は途中で伸
ばしたりはずしたりしなL、。早く起き
上がった方が起こ してやるとよい。
f写真16)
写真16 写真17
写真1 写真12
写真 13
生＼＼二J
写真14
いィ.,., .Il • も I ., 寸宣~民・与ー注与週
写真15
写真18
0子ふやし前転～アベ ソク前転から 3人・
4人と人数をふやしてL、く。両腕を組む
ために内側は手がっけない。しっかりと
首前屈をしてけりを強めて回転する。人
数が増えるにつれて全員が同時にスター
卜することが大切である。 （現在までの最
高記録は48名である。）（写真17・18)
0棒たたき前転～マッ トの両端に位置し，
合図で両端から同時に前転をする。
まわり終ったらマ ットの中央の新聞紙棒
をとり早い者が遅い者を打つ。
（写真19)
0ボールはさみ前転～ボールを足首，膝，
内股，腹，アゴ，両阪下の各部位にはさ
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写真19
写真20 写真21
みながら前転する。途中でボールが離れる事がなく滑らかに回転が出来たら，はさむ部
位を増やし何個まで可能であるか挑戦させてもよい。 （現在までの最高は6個である。）
（写真20,21 ) 
留意点： 自分独りの感覚づくりが出来て滑らかな回転が出来るようになったら，障害物
をとびこえて， 又人とあわせたり，手具を使ったり等，動きを複雑にしていく中でも，か
っ前転が正しく出来るようにする。 リズム前転の指導段階の前に行ってもよい。
（司 開脚前転
指導段階1 リズム前転の習得，前転の指導段階4を参照。
指導段階2 開脚しっぱなし前転
開脚の姿勢を固定させることをねらいとし，初めから終り
まで開脚の状態を保つ。
指導段階3 回転後半の起き上がり方
0ゆりかご～開脚起き上がり。ゆりかごから背倒立で膝，
腰を伸ばし，マソ トがみえたら両脚を開いて起き上がる。 写真22
手をついて起き上がりを助ける。起き上がれない者には，
マッ トを二枚重ねた上で同様にする。マットの巾が広すぎ
ないように足首がマットの外側に出る巾を用いる。
0ゆりかご～開脚起き上がり。手をつかわないで起き上がる。
起き主がり前方に補助者がつく。起き上がる時に，前方の
補助者につかまるようにして起きる。補助者は，初めはし
っかり引 っぱり，徐々に補助の手をゆるめて 1人立ちへと 写真23
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導く。（写真22,23) 
指導段階4
リズム変化から
開脚前転。開脚前
転に入る前のリズ
ムを種々変化させ
て行う。
写真24 写真25 写真26
o前転～開脚前転。スピードのある目まわし前転を1回 そのスピードを生かして開脚前
転をする。起き上がれない場合は，前方に補助者をおき，タイミ ングよく引っぱる。
0前転～ジャンプ～開脚前転。ジャンプの勢いを開脚の起き上がる力に結び、つける。
0前転～ゆりかご～開脚前転。ゆりかごの揺れもどりの力を起き上がる力に結びつける。
（写真24～26)
指導段階5 開脚前転
脚の開聞をリズミカルに出来るようにする。次lニ連続する時にリズムが途切れないよう
に腰を引きあげ，又脚を閉じる時に膝のゆるみに注意する。
(4) 伸膝前転
写真27 写真28
指導段階1 リズム前転の習得，前転指導段階4参照。
指導段階2 回転後半起き上がり方
写真 29
0壁より30～50cm離れたところに背中を壁につけて立つ。前屈して斜の状態から手で壁
を押してまっすぐに下肢をたてる。 足の位置を少しずつ離して限界に挑戦する。 （写真27)
Oマッ トをロールした上に写真28のように軽く腰をかけて 前屈して手でマッ トを押して
立ち上がる。 出来たら次第にロールをといて低くなっていく中でタイ ミングをつかむ。
0ゆりかご～伸膝起き上がり。 マッ トを折りたたんで腰の位置と足の位置に段差をつくり
ゆりかごから起き上がる。
指導段階3 スター トの位置を指定して伸膝前転。（写真29)
スター トの位置は，マッ トから約7か--90cm離れたところを指定する。 膝の十分な曲げ
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により勢いよくけって回転する。 起き上がれない者には，補助者が腰を押し上げてやる。
回数を重ねて徐々に補助の手を抜く。
o助走～伸膝前転。スタート位置を厳守して助走を使って回転する。
（日 とびこみ前転
指導段階1 回転前半の感覚づく り
o手押し車～前まわり（写真30,31 ) 
oうさぎとび
指導段階2 膝っき前まわり（写真32)
ロールマ ット上に膝をっき両手を伸ば
してマソトにつき，その姿勢から前転。
高いところから逆さになりながら回る時
の恐怖感をとりさる。
写真32 写真33
写真30
指導段階3 両脚しゃがみ立ち姿勢から前まわり。（写真33)
写真34
写真31
ロールマッ ト上にしゃがみ立ちになり，初めは両手を近くについてまわる。少しずつ位
置を離して徐々にとびこんでまわるようにする。
指導段階4 とび越え前転。 （写真34)
ロールマ ット，人体，ゴムひも，棒，ボール等の目標物をとび越えて前転する。
指導段階5 うさぎとび～とびこみ前転
指導段階6 前転～とびこみ前転～前転のリズミカルな連続
(6) 倒立前転
指導段階1 倒立の感覚づく り
逆位の体勢をいろいろな方法で経験させることからはじめ逆位の感覚をしっかりつける。
oうさぎとび ・足打ちとび ・逆さ歩き（鉄棒，平均台等を使って），・助木かけのぼ
り逆立ち ・手押し車
指導段階2 三点倒立
0頭押レ～首をまっすぐにして両手で頭上を押し，首が前屈 ・後屈しないように保持する。
（写真35)
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写真35 写真36 写真37 写真38 写真39
0二人組補助三点倒立～両足でけって屈膝で腰を三点にのせる。位置が安定したら静かに
脚を伸ばす。重さが加わると首の前後屈がおこりやすい。両肘を内側にしめる。逆さにな
った時の身体の緊張の感覚をつかみ一人立ちの三点倒立へ導く。（写真36,37) 
指導段階3 前半～倒立。
0三点倒立から倒立へ押しあげる ～補助者をつけて，頭を床から離し倒立まで押し上げ
る。（写真38)
o壁倒立（二人組）～補助者が壁から2（｝～30cm離れたところに背もたれて立つ。試技者
の肩巾よりやや広めに開脚する。試技者は 補助者の両脚の聞に手をっき倒立。補助者は
体の片側に試技者の両足を揃え腰の部分をしっかりもって，肩が前出しないように両足で
肩の部分をささえる。手は補助者の足首を握ってもよい。 （写真39)
留意点
足のけりそのものが弱く倒立まで振りあげる事が出来ない。倒立体勢の感覚が分からない
ため足のけりをどの程度にしたらよし、か分からない。倒立後の処理に不安感があって，思い
切って出来ないなど倒立が出来ない原因として考えられる。段階をふんで，出来ない原因
をつかむこと。倒立の子のっき方は，指を聞いて中指が平行になるようにつく。手のつく
巾は肩巾かやや広め，頭はわずかに起こし視線は両手の聞におとす。肩はつりあげるよう
にして腰で体が反らないようにしっかりしめる。
指導段階4 後半～まわる。
0三点倒立～前まわり。三点倒立したら腕の方に力を入れて へソをみるように首を前屈
して前にまわる。初め，補助者が，体を上に引きあげるようにしてやるとまわりやすし、。
腰角度の減少のしかたを習得する。
0手押し車～前まわり。とびこみ前転指導段階1で行ったが，ここでは数歩歩いて倒立ま
でたててから前にまわすようにするとよい。
0斜め倒立～前まわり。倒立をとめることより，斜め倒立から体に衝撃をうけないような
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まわり方を習得する。
指導段階5 倒立前転。補助で静止してからまわすよりも，斜め倒立のけりを強くしてい
って1人でけりの強さにあわせたまわり方を習得する。 倒立の練習もあわせてするとよし、
写真42
写真相 写真41
(7) 後転
指導段階1 手の押しの感覚づくり。
写真43
肩入れの柔軟で手が後方へいくよ
うになったら，写真40,41のように負荷を加えて両腕の曲げ伸ばしをする。
指導段階2 ゆりかご （前転の項参照〉
指導段階3 ゆりかご～後転，掌を上に耳の両側にかまえた姿勢でゆりかごを行い，掌を
ぴったりとマ ットにつけ押してまわる。 肘を開いたり，倒したりしないこと。まがる者，
回転が滑らかでない者には補助をつける。補助は， まがる方につくとよい。
指導段階4 前転～ゆりかご～後転，なめらかにリズムにのって行う。
指導段階5 後転
指導段階6 後転連続
指導方法 興味つけの工夫（たのしい
後転）
。かえるとび後転（前転の項参照）
0馬とび後転 （写真42)
0ボールはさみ後転 （写真43)
0ジャンプ手打ち後転～二人組向い合
って手を打ち着地と同時に後転。
(8) 開脚後転
指導段階1 後転の習熟度を高める。
写真44
指導段階2 ボールけり後転～ボールをはさんで後転し真上をすぎたら，ボールをけり離
しながら開脚する。開脚のタイミングは，はやいと浮きあが，ってしまう。おそいと十分な
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開脚が出来ない。ボールが後方に勢いよくけりとばされころがってくるように聞く。（写真44)
指導段階3 後転～開脚後転
指導段階4 開脚前転～開脚後転 膝がまがらないで開脚姿勢がとれるように，初めは，
開脚したままで行い，次に開閉をして行う。膝の伸ばしに注意する。
指導段階5 開脚後転連続，開閉をリズミカルに行い滑らかに連続する。
(9) 伸膝後転
指導段階1 後半の起き上り方。くの字腕立て押し上げ伏臥～腕押し～立ち上がり等の
補助運動，体前屈柔軟等で後半の起き上がりの感覚や力をつける。
指導段階2 後転～伸膝起き上がり。後転の要領で前半を行い 後半伸膝でおきる。足の
着床位置が遠い場合は， 手を数回ついて押し上げる。 起き上がりやすい足の着床位置をみ
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回転前半のおろし方。伸膝で後転に入る時の前屈姿勢からマ ット上へおろすO
ロールマ ソト，たたみ重ねたマット上へ手の支えをつかっておろす。
開脚後転～伸膝後転。ふつうより狭い足の開きの開脚後転をして伸膝後転に
つける。
指導段階3
指導段階4
連続する。
指導段階5
図72
伸膝後転
台上後転（図72)
腰の伸ばしと腕の伸ぱしの感覚をつかむ。
指導段階2 二人組後転倒立。補助者は 1' 
2と反動をつかって図73の状態から 3で引っ
指導段階6 伸膝後転連続
帥後転倒立
指導段階1
4 - ~1-ぱりあげる。けりの方向の確認。指導段階3 後転倒立。足先が体の真上にきたら上方めがけてけり腕を伸ばす。補助者は
その時に声をかけてあげるとよし、。
但）連続技
前転～ジャンプ～開脚前転
前転～ジャンプ～とびこみ前転
前転～開脚前転～前転～とびこみ前転
開転前転～前転～伸膝前転
前転～伸膝前転～倒立前転
倒立前転～開脚前転～伸膝前転
後転～開脚後転～伸膝後転
開脚後転～後転～伸膝後転
?????????
⑨後転～伸膝後転～後転倒立
⑬ 開脚後転～伸膝後転～後転倒立
⑪ 倒立前転～後転～後転倒立
留意点
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個々の技が習得出来たら，その技の中に含まれている共通要素を基礎にしながら， 多様
な連続技で表現するところまで発展させると質の高い楽しさが追求できる。接転技群の連
続技であるが，前転の起き上がりに足交差等の前転の変型を入れると，多くの連続技が考
えられる。
02) 接転技と体操との組み合せ
① マットで接転技を 1回～床上をリズミカルな体
操的要素。 （図74)
② ロングマソ卜を二本平行にならべ，マット上で
接転技の連続～床上で体操的要素～マット上で接転
技の連続をリズミカルにつなぐ。
留意点
一一一一ー＋
図74
床とマット，マット とマッ トの間， を体操的要素（平均要素，ひねり，ターン，歩，走，
跳のコンビネーショ ン〉を入れて接転技の連続技につなぎ 体操競技のゆか運動へと発展
させ，リズミカルな曲にのって自由表現させるとよい。
V ま と め
新指導要領の目標にあげられているように 小 中 高をとおし適切な運動の実践を通
して運動の仕方を身につけるとともに，運動の楽しさを体得し体力を向上し，現在および
生涯にわたる生活の中で運動に親しむことや 楽しく 明るい生活を営む態度を育てること
が強調されている。指導はすべての子供にとってより楽しい学習， 楽しみたいという子供
の願いを満してやり， 又運動の本質をL、かした指導が必要である。子供が時間のたつのを
忘れ疲れをしらずに夢中になって遊んでいる。それと同様の姿を授業の中でみられること
が必要である。遊びの中から運動課題を発見し，これを運動教材にしたて，活動に多様性
と面白さを付加して指導計画をたてる。一日一日を効果的に指導し，各人は自分の能力に
応じて一つ一つの課題を自らの工夫で克服していく中で 課題達成の喜びゃ楽しさを味わ
わせる。それぞれのレベソレで楽しく運動出来るようになることが必要である。
器械運動が嫌われる原因となるものとして次のようなことが考えられる。第 1に筋力の
養成の手段として扱われることが多い。たとえば， 鉄棒の出来ない子供がいると腕の力が
弱い，腹筋が弱いとして，それらを強くする補強運動を鉄棒でやらせようと筋力養成のた
めに鉄棒運動を扱う。これでは鉄棒の楽しさを味わうことができないし逆に鉄棒嫌いをつ
くる。鉄棒は，筋力さえあればできるものでなく ，身体の運動感覚，タイミ ング等技術と
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しての「コツ」を習得していなければうまくできない。第2に，力試しの運動として，で
きた，できないを問題にするために，できない子にとっては，苦痛であるし劣等感になや
まされる。又できた，できないの技術の習得が直接に評価につながるために，できない子
にとって器械運動がきらいになる。第3に個人種目としてあっかい，集団を意識しないこ
とが多い。子供達一人一人をパラパラにし，できる者，できない者とを区別したり， 子供
達相互の学習を否定して，教師が管理することが中心であっては，楽しくもなければ子供
達がお互いに上達しあうという仲間意識は伸びてし、かない。第4に，形式主義の押しつけ
指導として，すべてあてはめて一方的に押しつけている。どの子供にも無理なく技術を習
得させることが，指導者にとっての課題で、あるので，段階的指導法が考えられるが，これ
をどの子供にも押しつけてばかりいるのではないか。一方的に与えるのではなく子供達の
自由性や創造性を伸ばすことを考えていかなければならない。第5に，運動そのものが個
人の体力や身体的条件，過去の運動経験の影響をうける。身体の柔軟さ，筋力等がすぐれ
ている者，過去に運動経験のあるものは，身体のコントロール，神経調整がうまくいって
運動が出来るなどそれらの条件に左右される。第6に，技術に対する適切な指導を受けら
れない。経験が伴わない場合 技術の外形にとらわれることが多く技術の本質を見落しや
すい。 学生の中には，器械運動が嫌いという学生が半分近くいる。上記の何らかの原因に
よって「嫌いJと思いこんでいる。その学生たちは，授業に非常に消極的であり，単位を
とる為に必要だからという程度の興味である。器械運動に対しては，特に，精神的な緊張
見栄などの異状な構えをもっている。 指導の初めに考えることは， まずこれらの学生に興
味をおこさせるという ことである。身体的条件，過去の運動経験の有無，出来る，出来な
い等の諸条件を考えずに，「器械運動は楽しい」ということを十分にアッピールし，依得
させることからはじまる。意欲や興味関心を高めさせるために 形や形式にこだわらず楽
しみながらいろいろな角度から体を動かし，回転をくりかえしながら感覚づくり回転の動
きづくりをする。感覚の習得をねらう運動は，くり返し長くやらせることが中心となり，
そのために学生の興味をどの程度ひくか それがどの程度永続するかとらえておく必要が
ある。感覚づくりの段階では リズミカルな曲をたくさんつかう。それは次のような理由
からである。第一に，曲をつけることによって動きを活発にする。第二に，集団で動くこ
とによって運動に対する興味をさらに高めるし，苦しい運動もやさ しく し動きを活発にす
る。第三に，動きの変化や組み合わせの運動を行うため，結果的には， しらずしらずのう
ちに回数をかけ運動量がたいへん多くなるという効果がある。曲の他に，遊戯的要素をと
り入れ競争やゲーム等の指導法の工夫で回転を楽しんでいるうちに，マット運動じ対する
精神的緊張や構えがとれ，同時に身体的緊張もほぐれ， 無駄な力を使わず合理的な力の配
分が出来るようになって，身のこなしに滑らかさが出てくるのを待つ。この段階になった
ら，学生に教えるべきことと，考えさせること，どう したらよりよい回転が出来るのかと
いう課題に，学生たちをどうぶっつけていく のか，という指導の過程を段階的に準備して
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おき進める。技術について頭で理解させる。あらゆる具体例を提示し，学生によく考えさ
せる。その中から回転のために必要な要素を引き出させ その要素の分習に入る。ここで
は，課外活動の競技種目の練習のような単調なく りかえしに終始一貫するのではなく，興
味をもって楽しく数多く練習できるような指導上の工夫をする。例えば，手具（ボール，
棒，輪等をつかって，又リズムの違うテンポの曲にあわせてというように，自分の身体操
作がたくみになったら，物にあわせて（視覚調整力 人音にあわせて（聴覚調整力 ）とい
うように，ちがった課題を与えて，複雑な中で必要な各要素を身につける。理づめで成立
することは，体であらわせないことはない，又部分が出来れば全体は必ず出来るという技
の習得の可能性を保証して，全習にもちこむ。初めの頃の回転とは違った，理にかなった
リズミカルな回転が出来上がる。以上のごとく まず感覚をつくる→頭で理解する→から
だで一つずつ試してみる→からだで覚える。
出来ない学生がいると なぜ出来ないのだろうか？ということを考える。さまざまな欠
点のなかで，まず第一番目に何を直すべきかを見定め，そしてそのために最も効果的なピ
ントにあった助言をしてやる。いろいろな方法を試してみて その中で有効な方法が見出
せる。出来ないものの能力，条件によってその都度違うので数多く数えることによって，
たくさん処方せんをつくりあげる。それらを巧みに効果的に駆使することによって指導力
が高められてL、く。上手な者を教えているよりも，能力の低い者を教えている方が指導力
が高まる。特に女子の能力の低い者の試技者には 考えられない多くの問題を抱えている
場合が多いので，この問題を一つ一つ解いてゆくことが，指導者の教えることによって学
ぶゆえんでもある。その効果は その問題にどの程度の熱意をもってとりくむかにかかる。
どうしても出来るようにしてやりたいという指導者の意気込みによって価値づけられると
思う。
学生の中には，嫌いだという理由に「やっても出来ないから 」という答が多い。本当に
やって出来ないのだろうか？という疑問をもち，実際に指導してみる。数多い中で，本当
にやっても出来ない者もいるが，それはほんの数人であって，ほとんどの者はやれば出来
る。適切な指導のもとに練習をくりかえすと必ず出来てゆく。やっても出来ないのは，練
習段階において，適切な指導をされることがなく，自分でやって自分で回数をかけている
からではないだろうか。器械運動は すべて技術である。練習なしに初めからできるはず
はないし，これは逆から考えると練習さえすれば誰にでもできるというものである。練習
をするといっても，自分でやって自分で上達するというだけでは，技術のよりよい習得は
ザあり得ない。やっても出来ない者の中に，適切な指導の欠如ということがみうけられる傾
向にある。
小・中・高と器械運動をやってきて，どうしても出来なかった技は何か？という質問を
すると，学生は，伸膝前転と答える。それらの学生に，伸膝前転を指導するとその中の大
半の者が， わずかの聞に出来るようになる。 学生は長年かかって出来なかった技が，いと
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も簡単に魔術にかかったように出来てしまうことに驚きを覚える。これは，段階をふんだ
指導とその都度起った現象に対して助言を与え，良くなったところをみつけては過分にほ
め，技術のコツをーっす、つ与えてやるといつの間にか出来上がる。学生は自分の技が出来
た喜びと同時に指導の大切さを知る。又もっと以前に適切な指導をうけていれば，器械運
動は得意だったかも しれないともいう。技術のよりよい習得のためには適切な時期という
のを考えなければならない。
器械運動に適した時期とはいつ頃だろうか？これは器械運動に興味を持つ時期と考えて
もよい。子供の運動に対する興味は，各種の機能が伸びるときにそれを伸ばしてくれる運
動に興味をもっという一定の法則があるが，子供の時期に伸びる力は神経機能であり，子
供が器械運動に興味をもつのも当然のことである。一般に感覚づく りの適期は，小2～小
4年頃といわれている。学生は，もうすでに適切な時期をこえ， 18,19歳の成熟期，身体
的条件では，体力，運動能力とも高校期よりもすぐれているとは思われないし， その上に
余分な皮下脂肪を貯え，重さも増加している。運動に対する恐怖心，差恥心，向上心等の
点においてもめぐまれた条件とはいいがたい。その上，年々学生の身のこなし方に滑
らかさがない傾向である。できる者とできない者とが一回の試技によって判断できる。
出来ない者について，過去の運動神経をみると，小学校期において運動経験が少なく，
多いと答えている者でも ドッチボー ル スキー等の運動種目である。 中学校期の運動経
験は，ふつうと答えている者が多いが，その運動種目は，卓球， 軟庭， 剣道，球技が多凶
器械運動に適切な時期に，この種の運動経験をしなかった者が多い。大学生という悪条件
の中で技術を習得するためには，努力しかない。適期にやれば苦労なく習得できる簡単な
技術てでも，学生が覚えようとすると何倍もの努力がいる。出来た結果よりもその努力の過
程が大切である。そのようにして身につけたものは，自分が指導する場合に大いに役に立
つ生きた学習であるとさとす。評価については，その努力の過程を重じている。学生達は
互いに惜しみない努力をする。出来る者からの指導の援助をうけて，自分の技の完成に打
ちこむ。
数多い学生の中に，前転の出来ない学生がいた。この学生は小学校から高校まで，マッ
ト運動は見学でとおしてきたそうである。 前転が出来ないという学生は，私にとって初め
てである。 前にまわったけれど後半起き上がれない，という学生は以前に数名いたが，回
転前半腕をついて頭を入れることが出来ないという。逆の姿勢がつくれない。少しでも腰
が頭の上にいって逆姿勢になると 地球がひっくりかえったごとくに拒否反応を示す。絶
対の信頼のもとに回転させようとしてもまわろうとせず顔面蒼白にして黙ってしまう。問
題点をーっすつ本人が体験しながら解決していく方法しかないと考え， 長期戦で個人指導
をくりかえす。この学生の身体的な特徴は，身体がとても硬い。体前屈をすると背中が板
のようになり，わずかしか前に倒れない。特に首の前屈が硬く，うなずく程度の前屈であ
る。腕の力は，腕立て姿勢の保持がやっと，一回の腕立てがどうにかやれる。こんな身体
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的条件の中で強引にまわらせたとしても，痛い思いをするだけで意味がないと考え， 基本
的なことを中心にまず体づくり 感覚づくりからはじめた。ゆりかごで回転感覚づくりを
するが，このゆりかごですら，腰がマットを離れると目をしっかりつぶって恐怖心をあら
「L守
写真45 写真46 写真47 写真48
わにする。休前屈，首の柔軟，腕立てなど回数をきめてくりかえし，ゆりかごの運動は，
羽球を上からつる し（写真48) 目標物を与え 羽球をけりあげる動作をくりかえす。な
れるにしたがって羽球の位置を，逆さ姿勢がつよまる頭上，上方へと位置移動をした。その
聞に， 本人には，自分でいやだと思っても，自分で乗りこえなければ解決の方法はない等
自覚させた。体前屈の柔軟性の変化 構えの時の上体の丸味 ゆりかどでの腰の位置の変
化等の身体的条件が徐々に解決され，感覚づくりがととのった。（写真45～47は，前転が
できない初めの頃の身体の様子，写真49～51は前転が出来た頃の身体の様子）本人がまわ
れそうだ，まわってみたいと思った時に「写真をうっすから前転してごらん」と指示した
ら，あっさり前転出来た。約3週間を費やした。
写真相 写真50 写真52
このような学生が出現したことには，種々の条件があると思うが， 家庭環境は独り っ子
で過保護に育てられ，困ったこと，いやなことは，自分ではさけて通ってきたからではな
いかと本人が述べている。最近よく耳にするが，転んだだけでも骨折したり，前転しよう
として首をマッ トにつけたら捻挫した等と考えられないことが簡単におこる現実がある。
これは，経済的繁栄により，家庭はもちろん，一般施設にまで住みよい環境づくりと体力
を必要としない設備が進展していることと，父母の知育偏重による成績第一主義の教育観
により，テス トの成績さえよければ，他の生活面での負荷は一切かけないという底深い親
の指導方針， それら両親の過保護によって育てられた子供は，生活態度に依頼心が強く，
決断力に乏しい。 また自分からからだを動かすことを嫌う傾向があって忍耐性や永続J性に
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欠ける。自分の都合の悪いことは目もくれず， 従って自己の抑制力や協調性に欠け， 利己
的に走りがちである。激変する社会の中でこの期の指導は非常に重要であり，今後益々こ
のような子供達がふえてくることが予想され それだけに適期に適切な指導で対処してい
く必要があると考える。
接転技群の指導は，前転の指導に非常に多くの時聞をかける。リ ズム前守転が出来るまで
なぜこんなに時聞をかけるのだろうと思う程十分な時間をとる。前転といえは、，最も初歩
的で誰れも簡単に出来るものと考えるが 一口に前転といっても表現があるリズム前転が
出来るようになるまでは時間がかかる。技術は正確さを要求する。出来ない者をみると，
その基礎になる運動が出来ないことが多い。 器械運動では基礎が特に大事である。 おかし
なクセがついて技が身につかない場合，結局回りまわって基礎にもどることになる。 基礎
は面白さがないので先へ先へと進もうとするが， そこで指導法の工夫が一番大切となる。接
転技群の基礎は前転と考える。そのため前転の指導に多くの時聞を費やし，又指導上の工
夫をこらす。
カナ夕、、国へ体操の指導へ行っfこ時に学校を巡回指導して歩いたが， その時に感じたことは
この国では，共通のカリキュラみがなく，州単位又は個別のカリキュラムで行っている。
だから器械運動を全くとり入れてない学校が多かった。マッ ト運動を指導していて感じた
ことは，体を丸めるという感覚が身についていないために回転が出来ない。大きな子が前
転しても赤ン坊のように体が，ダラ ッと伸びてしまって満足にまわれない。それなのにそ
の子供達は，前転とび（前方転回）のような回転を， 助走してはやっている。何とか形に
なっているという珍現象に出合った。その理由は， 日本では，小中高と器械運動が授業に
とり入れられて，マッ ト運動というと前転から接転技群へそれから翻転技群へと進められ
ている。身体を丸めることが中心であって それが強調されすぎてかえって翻転技を難し
くしてしまっている感じがする。カナダ国の子供達は，そのような指導段階で指導される
こともないので，テレビで見てしる転回等を自己流にやって覚えている。この現象をみて
考えさせられることは，小学校2年～4年が運動の感覚づくりの適期だとするならば，運
動感覚の習得は， 接転技群の身体を丸める感覚のみでなく，翻転技群の身体を伸ばし反る
感覚又は倒立の感覚づくり も並行して早くから行って良いはずであると考える。これにつ
いての詳細は次回翻転技群の指導での課題としたい。指導法については，今後も機会ある
ごとにねりなおし， 学生のみでなく子供達等のあらゆる対象者に試みて，よりよいものと
なるように研究を進めていきたい。
参 考 文 献
1）東教大付小初等教育研究会 ：たのし〈行わぜる体操の指導，東洋館， 1975. 3 
2）小沼良輔 ：体操の組み合わせとその展開，明治図書，1975.3 
3）塚脇伸作 ：体操の教室，北隆館，1975. 1 
4）松延 縛：たのしい体操，ベースボ ノーレマガジン社， 1974.2 
5）池臼猪佐巳：器械運動の学習プログラム，ベ｝スポー ノレマガジン社，1968.9 
6）深井一三 ：器械運動，泰流社， 1973,10 
7）野沢要助：器械運動の効率的指導，東洋館，1970.4 
8）高田典衛：体育科の授業過程，低学年，明治図書， 1973.10 
9）学校体育研究同志会 ：体育実践論，ベースポーノレマガジン社， 1976.2 
10）高田典衛：小学校体育科指導細案，明治図書，1975.2. 
11〕高田典衛： 子どものための体育科教育法，大修館，1974.9 
12）学校体育研究同志会：器械運動の指導，ベースポーノレマガジン社，197 4.10 
13）浅田隆夫 ：幼児運動教育技術，道和書院， 1974. 8 
14）前川峯雄他：小学校学習指導要領の展開（体育科編） ，明治図書，1977.9 
15）佐々木吉蔵他： 中学校学習指導要領の展開（保体体編〉 ，明治図書，1977.9 
16）金子明友：体操競技のコーチング，大修館， 1974.5 
17）金子明友：床運動（男・女）編，不味堂， 1977.10 
18）石田保之：器械運動の段階的指導，不味堂， 1976.9 
19）野沢要助：マ ット運動編，東洋館，1976.4 
20）橋本正一：体育の学習指導，家明書房，1968.7 
21）山内岩之助他：小学校新教育課程の解説（体育），第一法規， 1977.10 
22）山内岩之助他 ：中学校新教育課程の解説（保健体育〉，第一法規， 1977.10 
23）中村保夫他 ：体育科基本技能の指導，明治図書，197 5. 2 
24）石田保之 ：シンプルスタンフ，不味堂， 1970.9 
25）高田典衛：子どもの成熟段階K即した器械運動，明治図書， 1969.9 
26）学校体育：日本体育社，26巻第8号， 28巻12号， 30巻8号， 31巻6号
27〕体育科教育：大修館， 1978・1～9号
28）女子体育：泰流社，1977.6 
29〕楽しい体育指導 ：泰流社，1977 ・7～9号
(1978・10・11)
129 
